
 

日本郵政グループ各社 ２０１３年度決算に関する 

意思疎通について 

 

日本郵便信越支社、ゆうちょ銀行信越エリア本部及びかんぽ生命保険信越エリア本

部は本日（5月 20日）日本郵政グループ各社の「２０１３年度決算に関する意思疎通」

について地方本部に説明してきました。 

【中央総合情報第１７２号（2014.5.15）】参照 

 

内容は日本郵政グループ各社の決算概要です。 

日本郵便の決算については、営業収益は２兆７，２６９億円、営業費用は２兆７，

２６９億円、営業利益は４６９億円、当期純利益は３２９億円となりました。 

 

郵便事業については、営業収益は１兆７，７７６億円となり、民営化以降初めて増

加に転じたものの、営業費用は１兆７，１７０億円となりました。営業利益は年度末

のギリギリまで組合員・社員が営業努力を行った結果、９４億円の黒字を確保しまし

た。 

総取扱物数は、前期比ほぼ横ばいの０．１％減。郵便物数は、インターネットの普

及等により減少傾向が続き、前期比１．５％減でしたが、ゆうパックは１２．１％増、

ゆうメールは７．２％増となりました。 

 

郵便局事業は、受託手数料が前期比１３０億円減となり、減少傾向が続いているも

のの、物販事業や不動産事業など新規事業の新規事業の収益拡大により、営業収益は

１兆１，８３５億円となりました。また、組合員・社員の懸命なコスト削減努力によ

り経費が減少し、営業費用は１兆１，４５９億円となり、営業利益は前期比１０３億

円増の３７５億円となりました。 

 

 ゆうちょ銀行は、収益源の多様化、経費の効率的使用に注力した結果、経常利益は

５，６５０億円、当期純利益は３，５４６億円となりました。 

  

 かんぽ生命保険は、経常利益は前期比６５８億円減の４，６３５億円。経常利益か

ら特別損失、契約者配当準備金繰入額及び法人税等を差し引いた当期純利益は、前期

比２７５億円減の６３４億円となりました。 
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 本件の意思疎通方法については、労使の共通認識を図るため、郵便局は添付した支

社資料のとおり、ゆうちょ銀行、かんぽ生命保険は下記のとおり現場段階における労

使間の意思疎通を行うこととします。 

 

《日本郵便》 

・単独エリアマネジメント局 

５月１９日（月）以降、５月３０日（金）までに職場事業推進委員会の窓口を開催。 

 なお、職場事業推進委員会を開催し意思疎通を行うことも可。 

・エリアマネジメント局 

６・７月の部会労使委員会に併せ、部会事業推進委員会を６月３０日（金）までに

開催。 

・社員周知 

事業推進委員会と同時並行して行うこととします。遅くとも５月３０日（金）まで

に終了。 

・その他 

第１四半期の支部事業推進委員会を開催していない支部は、２０１３年度決算につ

いても説明の上意見交換を行う。 

 

《ゆうちょ銀行》 

・５月１９日（月）以降、５月３０日（金）までに、職場事業推進委員会（窓口）を

開催。 

 

《かんぽ生命保険》 

・５月１９日（月）以降、５月２３日（金）までに、職場事業推進委員会（窓口）を

開催。 

 

 


